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ソフトウェア開発プロジェクト推進における定量的
マネジメントのすすめ 

 定量データの活用とプロジェクトの可視化のすすめ 

 プロジェクトの可視化の仕方とそのポイント 

 定量データ活用の仕方とそのポイント 

 SEC BOOKSの活用 

 ススメ本 

 見える化本、実践本 

 データ白書 

 SEC提供ツールの活用 

 プロジェクト診断支援ツール 

 定量的プロジェクト管理ツール 

「分かる」から「使える」・「実践力」への展開 
 現場の視点に立った適用場面の紹介 

 具体的なアクション事例の紹介 

目 的 
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定量的マネジメントの必要性と効用 

 ITプロジェクト「見える化」の実践手法 

定性的アプローチ 

定量的アプローチ 

統合的アプローチ 

定量的プロジェクト計測・管理ツール 

定量データの実践的活用法 

品質 

工数と工期 

定量データ活用を支援するツール 

内 容 
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競争の激化 

トラブルの多発 

・低コスト、短納期開発 
・多機能化、高性能化 

安全・安心への 
要請が増大 

・信頼できるマネジメント 
・トラブル未然抑止 

人海戦術的な手段による対処 

不適切な見積、生産性の見誤り 

システムへの 
要求が増大 

理 想 

現 実 

KKD（勘、経験、度胸） 

ネットワークの普及 

ビジネスモデルの革新 

リスクの増大 

ＩＴ産業を取り巻く環境の変化 

期
待
・ニ
ー
ズ 
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ITプロジェクトの実状 

システムの社会インフラ基盤 
としての高信頼性の要求 

要求の多様化・高度化 

ＩＴシステム構築の 
短納期化・高機能化 

増加するステークホルダ 

法対応・リスク対策など 
複雑化する社会的要請 

システム稼働環境や 
開発環境のオープン化 

進捗は？ 

課題管理は？ 

品質は確保
できてる？ 

パートナー会社
のフォローが… 

3.11以後 
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    ユーザ         ベンダ 

ユーザ・ベンダ間の合意形成 

【事業計画】 
・事業目的 
・事業領域／規模 
・投資／回収 
・事業スケジュール 

【プロジェクト計画】 
・開発目的 
・スコープ／規模 
・予算 
・開発スケジュール 

 要件 

実現性 

整合 

「やりたいこと」と「できること」の整合が必要だが･･･ 

 ・共有しやすい見積り手法がない 

 ・初期の仕様は固めにくく、早期契約時の適切な見積りが困難 

 ・要件決定の遅れ、プロジェクト途中での仕様変更の発生 

定量データに裏付けられたマネジメントが必要 
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 ユーザ 

 ベンダ 

定量データの必要性・効用 

経営層 

業務・情報システム部門 
組織長・スタッフ 

プロジェクト管理者 

・IT投資、概略計画の妥当性、実現性の目安 

・予算数値、根拠の制御 
・ベンダからの見積の比較と評価、強み／弱みの
認識 

・計画策定、目標値の制定、QCDの妥当性評価 
・予実差異の分析、完了評価、開発能力の評価 

経営層 

プロジェクトマネージャ 
プロジェクトリーダ 

・自社の強み・弱み、生産性などの開発力の認識 

・規模、工数、工期、品質の見積り、計画策定、制御 
・オフショア等、外部委託先評価 

PMO 
品質保証部門 

・定量データベースの構築 
・自社プロジェクトのベンチマーキング、モニタリング 

定量データが十分集まれば・・・こんな活用ができる 

ユーザ、ベンダ間の合意形成 
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SECのデータ白書 

メーカー系、ユーザ系、独立系ベンダからデータを収集 

「ソフトウェア開発データ白書」 
（2010年度：23企業、2584プロジェクトのデータ） 

 ・モノサシとしての精度を高めていく 

 ・新たなモノサシや課題抽出の切り口を提案する 

■目的：定量的アプローチによる科学的マネジメントの普及拡大 
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プロジェクト評価の基礎となるデータの蓄積 
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データ白書２０１０－２０１１の構成 

 1章 背景と本書の目的 

 2章 収集データについて 

 3章 分析について 

 4章 収集データのプロファイル 

 5章 プロジェクトの主要要素の統計 

 6章 工数、工期、規模の 
    関係の分析 

 7章 信頼性の分析 

 8章 工程別の分析 

 9章 生産性の分析 

 10章 予実分析等 
 付録A～G 

 データ項目の定義や 
 収集データ年別プロファイル 等々 

代表的なプロジェクトタイプ 

 （プロファイル） 

開発種別 

アーキテクチャ 業 種 

開発言語 

開発ライフ 
サイクルモデル 

プラットフォー
ム 

 代表的な要素 

生産性 

信頼性 

工 期 

規 模 工 数 
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組織的活動 

組織的な取り組みが必要 

現 
場 
利 
用 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計画 基本設計 詳細設計 製作 結合ﾃｽﾄ 総合ﾃｽﾄ 

定量的プロジェクト管理・マネジメント 見積り・予測 

プロジェクト内データ収集・蓄積 

データ利用 

組織的データ活用 
サイクル データ収集 

データ精査・分析 

コンテンツ作成 

個人やプロジェクト内部で定量データを活用するだけでなく、活用
のプロセスを確立し、活用サイクルを組織的に回すことが重要。 

FP規模と工数 (新規開発、IFPUGグループ)　信頼幅50%付き
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データ 
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工期 規
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工
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生 
産 
性 品質 

【基本指標】 
組織へのデータ提供 

インプロセス 

ポスト 
プロセス 

見える化 
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データ活用の課題 

●どれくらいパワーがかかるのか？  

  ⇒ 管理者（管理組織）や開発現場への負荷。 

●データを効率よく収集、分析できるか？ 

  ⇒ どのような環境やツールを用意すればよいか。 

●開発現場のマネジメントをどうすべきか？ 

  ⇒ 現場の反発に遭った場合の対処。 

●定量化のメリットをどのように説明するか？ 

  ⇒ 現場を説得し、巻き込むための材料が乏しい。 

 ･･･ 
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課題と対応事例① 

Ａ社の事例 ： 費用対効果の説明 

【課題】 

 収益に直接結びつけることが難しい定量データ活用の費用対 
 効果をどのように説明するか？ 
【対応策】 

 目標 ： 赤字0 ＝ トラブルプロジェクトの撲滅 

 施策 ： 定量的プロジェクトマネジメントの強化と組織的推進 

 結果 ： 部門毎に、赤字、トラブル（実行予算オーバー）の額と、 
 定量データ活用度合を、経年変化を交えて相対評価 

 補足 ： 現場の監視（モニタリング）のためにレビューや監査が 
 必要で、実際のトラブル撲滅に効果を発揮 
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課題と対応事例② 

Ｂ社の事例 ： （現場で）利用価値のあるデータ（の獲得） 

【課題】 

 収集した全社データから分かることを単純にフィードバックしても 
 現場では使えないと言われてしまう。 
【対応策】 

 目標 ： 現場からのデータ提供～活用のサイクルの確実な実施 

 施策 ： 特定部門およびそこの顧客別のデータ白書を作成 

 結果 ： 自部門のためのデータ提供という意識があり、定量化に 
 取り組む納得感が高い 

 補足 ： データの傾向の有無に関わらず、強み・弱みの評価、 
 対策を行うことで、現場との信頼関係構築が可能 
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課題と対応事例③ 

Ｃ社の事例 ： 開発の目標設定と評価 

【課題】 

 生産性向上に特化し、開発時の目標設定と評価を確実に実施 
 するための施策をどうするか？ 
【対応策】 

 目標 ： ＦＰによる生産性の計測および評価 

 施策 ： 要件定義終了時の生産性目標と、リリース後の実績を 
  会議で確認 

 結果 ： 生産性目標の設定および評価の定着 

 補足 ： 実行に強制力を持たせるとともに、担当役員含め、会議 
 の中で繰り返しＦＰ（生産性）に言及することが重要 
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定量化に取り組む際のポイント 

やみくもに取り組んでも成果は出にくい。なぜなら… 

 ①主にＱＣＤの観点で目的とすべきこと、つまり 

  「問題意識と改善の必要性」が明確でなければならない。 

 ②目的実現によって「何が得られるのかを具体的」に示し、 

  関係者間で理解、共有しておく必要がある。 

 ③定量化活動(プロジェクト)のオーナーを明確にし、その 

  人が「強い意志を持って推進する」ことが重要である。 

 ④欲張ることなく「コアな問題・課題の解決に絞り込んで」 

  取り組むべきである。 
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ITプロジェクトの「見える化」 

SEC BOOKS:「見える化」本から 
その手法とツール(上流・中流・下流工程編、総集編） 

定性的アプローチ 

定量的アプローチ 

統合的アプローチ 

実証事例で考える「見える化」 

SECのアウトプット活用法 

その実践手法 
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解決すべき課題 

プロジェクトで起こるさまざまな問題を早期発見し解決していくために、 
見えにくいシステム開発を見えるようにする 

顧客

ベンダ（経営層）

スケジュール…
品質…

コスト…
開発作業…

プロジェクト

管理帳票など

？

？

顧客

ベンダ（経営層）

プロジェクト

管理帳票など

！

！

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

コ
ス
ト

品
質

開
発
作
業

データ収集ツール 見える化手法

見える！

etc...

一
歩
進
ん
だ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

…

ＰＭＯ
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「見える化」が対象とする工程 

評 価

ソフトウェア
設計

システム設計

ソフトウェア
テスト

システム
テスト

要件定義 運用テスト

プログラミング

システムの方向性・
システム化計画

超上流
工程

上流
工程

中流
工程

下流
工程

ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
プ
ロ
セ
ス 

プ
ロ
セ
ス
共
通 

プロジェクトの見える化 

プロセス改善 

信頼性指標 

定量データ分析 

保守 

運用 

「アジャイル」の 
「ア」の字もなし 
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ITプロジェクトと見える化 

プロジェクトの状態を把握するために、 
KKD（勘と経験と度胸）だけではなく、定性的・定量的なアプローチが必要。 
カリスマプロジェクト・マネジメントの暗黙知を形式知にしていくことで、 

プロジェクト・マネジメント力の向上を図る 

KKD 
（暗黙知） 

・状況を的確に掴むためのチェック項目の検討 
・網羅性のある観測すべき項目の検討 

・嘘をつかない定量データの収集方法と活用方法の検討 

野中郁次郎 
竹内弘高 

「知識創造企業」 
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IPA/SEC：「見える化」施策の歩み 

20人弱の委員会：PM／PMO系、品質保証部系、ユーザ企業（システム部門）、エンピリカルＳＥ系産学委員 

２００６年度 

下流工程における 
見える化 

上流工程における 
見える化 

全工程のまとめ 

自己評価シート（下流用） 
ヒアリングシート（下流用） 

測定項目リスト 
症例分類表 

問題事象と対策事例集 
EPMツールの分析指標 

自己評価シート（上流用） 
ヒアリングシート（上流用） 

測定項目リスト 
リスク分類表 
見切り事例集 

見える化 
言える化 
直せる化 

定性的見える化アプローチ 
定量的見える化アプローチ 

統合的アプローチ 

中流工程における 
見える化 

２００８年度 ２００７年度 

定性的見える化アプローチ 
定量的見える化アプローチ 

統合的アプローチ 

２００５年度 

書籍の４０％が、データ類。ダウンロード可能 

自己評価シート（中流用） 
ヒアリングシート（中流用） 

測定分析データ一覧表 
中流工程分析ツール（表） 

問題・対策事例集 

全工程導出尺度一覧表 

２００９年度 

2010年度 2011～：精力的な普及活動 



SEC 
Software Engineering 
for Mo･No･Zu･Ku･Ri 

Software Engineering Center SECセミナー 21 Copyright© 2011 ＩＰＡ, All rights reserved. 

 ITプロジェクトの現場では見切り発車が日常的に行われ、プロジェクト稼
働後にさまざまな問題が発生している 
リスクを予知し、ネガティブ・インパクトを最小にすることは容易ではない 

問題認識 

 
 見切り発車のようにプロジェクトが不十分な状態で進んでいる状態を想定し

て、その状況を定性的・定量的に「見える化」する手法が必要。 
 この状況を乗り切るスーパーＰＭの知見を形式知化するが必要ある。 

課題：上流工程 

要
件
定
義 

シ
ス
テ
ム
仕
様 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仕
様 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
テ
ス
ト 

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト 

運
用
テ
ス
ト 

上流工程 下流工程 

立ち位置 

上流工程の課題 
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上流工程における見える化の目標 

要件の曖昧さ 

顕在化していない問題をとらえ、 
プロジェクトの状況を見えるようにする 

納期までの切迫感の欠如 

成果物の見えにくさ 

不確定な要素 ⇒ いつまで不確定で良いか評価し、判断する 

どこかに問題が潜んでいる ⇒ 早期に発見する 
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上流工程での要件定義があいまいなまま、中流工程でのプログラムへの変換作業
が行われ、トラブルが発生する 

専門家による分業体制に移行し、個人への作業依存が高くなり、品質がばらつきや
すい 

問題認識 

 ソフトウェア要件のレビューを十分に行い、機能要件と非機能要件に対してあいまいさを極力
減らす 

 個々に生じるプロジェクトの進捗、ソフトウェア品質のばらつきを是正する 

課題 

要
件
定
義 

シ
ス
テ
ム
仕
様 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仕
様 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
テ
ス
ト 

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト 

運
用
テ
ス
ト 

上流工程 下流工程 
立ち位置 

中流工程の課題 
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中流工程における見える化の目標 

ソフトウェア要件 

中流工程：上流工程のアウトプットの“要件”と“プロジェ
クト計画”を受けて、下流工程の要件に合ったシステムであ
るかどうかの検証へとつなぐ工程 

進捗や品質の 
ばらつき 
の見える化 

詳細設計 
コード 

多くのベンダ、 
多くの作業者 

非機能要件や 
仕様変更への対応 

の見える化 

仕様（要件） 
の変更 
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下流工程の課題 

 下流工程で問題が顕在化しやすいという特徴。 
 それまでの工程に起因する品質不良が入り込み、下流工程で問題が露呈
しやすい 

 下流工程で問題発生しても、対応のための時間や手段が限定されている 

 「失敗しそうなプロジェクトを救う活動」の検討が主眼 
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予防策も大切。しかし下流工程で「早期に発見」し 
「迅速に処置する」治療法を早急に検討していく必要がある 品質不良の原因が多様 

対応の時間・手段が限定 
⇒見える化手法の期待が高い 

上流工程 下流工程 立ち位置 
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３つの見える化アプローチ 

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ 

定量的見える化アプローチ 

測定項目リスト 

実践の場 

プロジェクト 

定性的見える化アプローチ 

俯瞰の視点によるドミナン
ト・アイテムの見える化 

測定分析データにした
がって定量化した情報に
よるリスクの見える化 

チェック項目による
リスクの見える化 

見える化アプロー
チをひも付けるこ
とによる総合的判

断の仕組み 

事例集 

リスク分類表 

 チェックシート 
（自己評価シート／ 
 ヒアリングシート） 

俯瞰図 

測定分析データ一覧表 

ベース尺度一覧表 

自動計測ツール 
EPM 
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定性的見える化アプローチ 

俯瞰図 

「木を見て森を見ず」弊害の排除 
ドミナント・アイテム※１を継続的、システム横断的に把握 
変更が生じたら直ちに修正 

経営者 発注側 

協力会社 

マスコミ 

発注側 
の顧客 

発注側 
の株主 

営業 
GM 

PM 

担当者 

プロジェクト 
マネージャ 

経営者 

PM 

スタッフ 

メンバー 

メンバ
ー 

営業 

受注側 

営業 

共通 

GM 

プロジェクト 

技術面、
業務面に
おける

キーパー
ソン 

先方キー
パーソン。 
決定権を

持っている 

ステークホルダー俯瞰図 
プロジェクト推進体制俯瞰図 
周辺システム構成俯瞰図 

システム構成俯瞰図 
スケジュール俯瞰図 
要員遷移俯瞰図 

※１ プロジェクトの成否を左右する支配的要因 

上/中/下流：6/7/4例提示 



SEC 
Software Engineering 
for Mo･No･Zu･Ku･Ri 

Software Engineering Center SECセミナー 28 Copyright© 2011 ＩＰＡ, All rights reserved. 

自己評価とヒアリングレーダチャート

0
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タイム

コスト

品質

人的資源
コミュニケーショ

ンリスク調達
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技術

組織

基本動作

モチベーション

課題管理

自己評価

ヒアリング評価

定性的見える化アプローチ 

チェックシート 

プロジェクト・マネジメントの要点を再確認 
客観的視点でのチェックによる見落としの排除 
リスクの明確化 
自己評価シート：プロジェクトマネージャによる自己評価 

           （上流：３５、中流：３８、下流：４０項目） 

⇒ 自己チェックによる気付き 

ヒアリングシート：専門家チーム（ＰＭＯ）によるヒアリング 
           （上流：７４、中流：７８、下流：８５項目） 

⇒ 専門家からの客観的チェック 

⇒ マネジメントの過不足を把握し、対策を検討 

自己評価と専門家の診断の差、専門家からの対策案を提示 

自己評価とヒアリング評価のスコアの乖離
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チェックシート（下流工程の例） 

個別のヒアリング要領No. 知識エリア チェック項目 評価基準

H12

スコープ 想定外のスコープ増（機能範囲と作業範
囲の増加）が発生しているか？
発生している場合、それは許容範囲内
か？

スコープ増を定量的に押さえているこ
と。
許容範囲かどうかをコスト、スケジュー
ルの観点から評価していること

スコープ増加時の対応策(機能削減/費用増/スコー
プ変更)を顧客と予め合意しておく。
スコープ増の場合に、テストの増大やクリティカルな
機能に対する影響度合やどの時点でスコープ増が
発生したかを確認すること

H13

スコープ 前工程担当者から引継ぐ時の理解度は
十分か？

何が引き継ぎ資料なのか定義されてい
ること。
検討が十分でないところが明確にされて
いること

①引継ぎ資料が不足なくあることや、その内容につ
いてもきちんと理解する
②前工程のアウトプットを十分に咀嚼する
③もし理解度が不足している場合は、引継ぎ資料の
レビューや上流工程担当者からの再説明を行うなど
の対策が必要である
④コンサル会社の成果物がSierに渡った段階で引継
ぎされてない事例があり、プロジェクトの失敗がそこ
に起因する場合がある
⑤テスト結果を見て良いと判断できる人が何人いる
かをV字モデルに対応させて確認すること

H14

スコープ 他社(含む顧客)開発と接続がある時の
責任分担は明確か？

他社接続に関する責任分担表とテスト･
移行スケジュールを関係会社と合意して
おくこと。
例えば、以下のような観点で確認を行な
う。
　①接続テストの日程について他社と合
意が取れているか？
　②テストの作業順序について合意が取
れているか？
　③テストデータはどちらが準備するか
合意が取れているか？
　④テスト結果のとりまとめはどちらが行
うか合意が取れているか？

①自社のWBSか他社のWBSか担当分担は明確に
なっているか？
②問題点票のフローのルールなどが明確か？
③誰がテストの責任者かを明確にする
④５W１Hを明確にする
⑤テストの目的、テストを行なうまでの段取りをはっ
きりさせること
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知識エリアの拡張と知識エリアによる分類 

ＰＭＢＯＫ ９エリア 

拡張知識エリア 
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定性的見える化アプローチ 

見切り事例集 

失敗から学んで失敗を防止 
リスクを内在させたままでの見切り※１方法 
捉えるべき兆候 

※１ プロジェクト・マネージャが得られる限りの情報を駆使し、 
    最悪の場合も見極めて、自己責任のもとで選択する 

・プロジェクト・マネジメントの問題 
・要件定義、開発範囲にかかわる問題 
・システム設計・構築技術にかかわる問題 
・ステークホルダーにかかわる問題 
・モチベーションにかかわる問題 

問題発生の典型パターン 

上流：58事例 

中流：58事例 

下流：77事例 

(上流） 
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・本来のプロセスに 
 従った行動になって 
 いるか 

捉えるべき兆候 

・契約する前であれば、機能を 
 削減し、予算判明以降に発生 
 する赤字を減額する 
・契約内容を確認し、プロジェク 
 ト単体が最小限の損害で契約 
 を満たす方法を検討する 
・システム化対象範囲を分割 
 して複数年度の契約にする等 
 戦略的に採算が取れるような 
 交渉を進める 

・費用と作業内容については最低限 
 文書で取り交わしておく。作業を実施 
 するに至った経緯についても記録 
 しておき、たとえ後付けでも作業の 
 妥当性を顧客側の新担当者に説得 
 できるようにしておく必要がある 
・その非公式な約束事が反故になる 
 ケースを想定し、そのリカバリ方法が 
 確保できていて、かつリカバリコスト 
 への対策を決めておく事 

決められた社内ルールを 
無視して顧客との契約 
をせずに開発に着手 

対処例 本来の見切りの考え方 事例における見切り内容 

顧客側の担当課長レベルと費用および作業内容について内々に話をつけ 
仕事をしたが、顧客側の職制が変更になった（前任者は退職）。 
後任者は前任者から費用や作業内容のことについて全く引継ぎがなかったため 
今までの作業内容が全く分からず工程が振り出しに戻った。 

顧客側担当者が異動になり約束事が反故に！ 事例番号１ 

上流工程における見切りの事例 
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中流工程失敗事例 
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下流工程失敗事例 
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定量的見える化アプローチ 

測定項目リスト 

測定分析データ一覧表 

プロジェクトの状況を定量的に把握するための測定項目 

測定項目ごとの測定方法、分析方法を整理 

ベース尺度一覧表 

測定項目を測定する際のベースとなる定量情報 

例）要件定義書のレビュー進捗率 

例）レビュー計画書のレビュー計画回数、計画所要時間、 
  要件定義書のレビュー実施回数、累積時間 

上/中/下流：７８/８４/７０項目 
総集編に全工程導出尺度一覧 

上/中/下流：１７５項目 
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 機能構成図： 
Diamond Mandara Matrix (DMM) 記述例 

 情報機能関連図： 
Data Flow Diagram (DFD) 記述例 

 業務流れ図： 
Work Flow Architecture (WFA) 記述例 

 実体関連ダイアグラム： 
Entity Relationship Diagram (ERD) 記述例 

「業務・システム最適化」計画で大量記述されるダイアグラム例 

村上敬亮：Enterprise Architectureについて，～これからのＩＴガバナンスと情報サービス産業～，経済産業省，2004.1.19. 

上流工程定量計測例：EAダイアグラム 
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記述ダイアグラムの計測 

 ダイアグラム記述量の推移 
 シート数の推移 

 ダイアグラム要素数の推移 

 全体、工程別、業務別 

 シート当たりの要素数の推移 

 コネクタ数（ダイヤグラム要素の中の矢印）の推移 

 ファイル数の推移 

 １シート内の記述変化量の推移（サンプル） 

 週間要素数増加量の推移 

 ソフトウェアメトリックスの視点からの分析 
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要素数推移
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記述ダイアグラム 
 要素数の推移 

記述シート数とダイアグラム要素数の推移 

工程全体の作業推移、
作業量が判明。 
AsIs、見直し、ToBe 
工程の推移が判明。 

記述シート数の推移 
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ＡｓＩｓ全体要素数推移
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要素

 AsIs工程４業務全体の記述要素数推移 

（フロー：コネクタ（矢印）の意） 

工程別分析で転換点、安定期を判読できる。 
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AsIsToBe全業務要素数推移（積上げ）
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 AsIsおよびToBe全業務記述要素数推移 
（全業務積上げ） 

業務別積上げ分析で相対的な作業量推移、着手・終了時期が判明。 
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AsIs業務Ｄ、ファイルＡ，シートＣの変化量推移
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変化量推移例 

シート内の要素記述変化量の推移例 

シート内の記述要素の追加・削除・変更量の推移から 
記述の安定度を推測できる。 
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週間全要素増加数推移
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AsIs業務、業務別週間記述要素数増加分推移と記述作業予定期間 

 

ＡｓＩｓ業務別週間記述量増加分推移

-1000

-500

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

9月29日 10月13日 10月27日 11月10日 11月24日 12月8日 12月22日 1月19日

業務Ａ 業務Ｂ 業務Ｃ 業務Ｄ

要素

週間記述要素数増加量の推移（全工程） 

週間記述要素数 
増加分推移 

週間成果の推移把握。 
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政府の公表 
した要求定義成
果物の 
記述量比較 

AsIs(Sheet) ToBe(Sheet) 
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UMLの記述要素（クラス図の例） 

属性 操作 依存 汎化 計
3 2 1 0 6
2 0 1 0 3
0 0 0 0 0
2 1 0 0 3
3 2 1 1 7
1 0 0 1 2
0 0 0 0 0
11 5 3 2 21

Customer
Corrporate Customer
Personal Customer
Employee
計

クラス名
Order
OrderLine
Product

記述対象 ＵＭＬダイヤグラム 計測対象

システムの振る舞い ユースケース図 ユースケース、包含、拡張、アクター

アクティビティ図 アクション、フロー、フォーク、ジョイン、シグナル、判断・マージ

シーケンス図 オブジェクト、メッセージ

システムの構造 クラス図 依存、汎化、属性、操作

上流工程定量計測例：UML 
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ＵＭＬ要素数計測例 
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Linux Popper, 

Subversion, 影舞 

VM 

Windows 

Web Browser 

 
Win Eclipse 

VSS 
Windows 

Linux 

Empirical Project Monitor : EPM 

モニタリングツールによる自動計測： 

強力な新システム提供準備中 
定量的プロジェクト管理ツール 
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協力 
データ提供 

中流・下流工程計測例 
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累積障害件数（プロジェクト別グラフ） 

Aプロジェクト Bプロジェクト 

Cプロジェクト Dプロジェクト 

協力 
データ提供 
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累積障害・パレート・クロス分析 

パレート図 
優先度 

累積障害 

パレート図 
重要度 

クロス分析 
発見工程・混入工程 

中 

高 
低 

混入工程 

発見工程 オーナ 

協力 
データ提供 
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定量的プロジェクト管理ツール 

ソフトウェア開発
プロジェクト

定量的プロジェクト管理ツール

定量データ

対策

診断
実施

計画

•基準値との比較による進捗診断

•ソース規模推移を示す統計

•不良発生原因・発生箇所などの分類統計
•工程別障害件数などの分類統計

分析・診断例

課題管理
（障害情報）

版管理
（ソースコード）

開発者

進捗管理
（計画と実績）

• 担当の重要バグ、残12件

プロジェクト・マネージャ（PM )

• 特定モジュールにバグが頻発

プロジェクトの進捗を把握

プロジェクト
計画値の更新

• 現在計画より10% 遅れ

• 現状では、課題解決が納期に
間に合わない可能性がある

将来進捗を診断

課題の把握・分析

ユーザ

進捗レポートの作成

管理者

運用者

課題の把握・分析

バックアップの取得など

システムの管理

ユーザ

• 今週の稼働40時間
• 担当部分50% 完成

ソースを登録

課題や進捗を更新

プロジェクト・タスクの進捗，課題・障害の解決状況，工数等の把握
を定量的データにより行い、中小規模プロジェクトでの品質・信頼性
・生産性の継続的向上をサポートするツール。 

次世代ツール：モニタリング＋マネジメント 
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ツールの特徴 

定量的データの自動収集 
プロジェクト管理ツール、構成管理ツール 

日常使用ツールからの日次業務データの取り込み 
Excel, MS Project, CSV等からのデータ収集 

グラフ表示による視覚的・直観的な分析・診断機能の提供 
ダッシュボード表示 
ドリルダウン・ドリルスルー表示 
利用者によるグラフ・カスタマイズ 

ツールが簡易に利用できることを重視 
基本測定量（規模、工数、工期、品質）に絞って提供 

 高度で複雑な利用方法は将来の拡張 
柔軟性・拡張性の確保 

利用者による定量データの追加など 

既存ツールをベースに実装 
Trac、Redmine、Subversion、GIT、BIRT、ETLツール 
オープンソースとして公開 
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表示グラフの種類 

定量管理ダッシュボード 
複数のグラフを縮小表示して、プロジェクト状況を俯瞰 
 

プロジェクト俯瞰グラフ 
複数プロジェクトの進捗確認、健全性確認 
 

個別グラフ 
試験計画項目密度 
WBS進捗推移、WBS進捗変化、遅延タスク抽出 
EVM評価（進捗、工数）、工数の予実 
ソース規模推移、試験進捗率 
障害件数変化、障害原因別件数、障害発生密度、障害滞留状況 
負荷状況 
課題解決予測、長期未解決課題抽出 
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個別グラフのイメージ（WBS進捗推移） 

注） 本グラフはイメージであり、正式公開時のグラフとは異なる場合があります。 
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ソフトウェア開発全工程一貫計測モデル 

企画 要件定義 基本
設計

詳細
設計

プログラム
設計 製造 試験 維持管理

上流工程調達 下流工程調達調達方式例

開発工程

基本アーキテクチャ決定
下流工程調達用内部見積もり

実証研究例 IPA業務・システム最適化計画

IPA/SEC実証研究UMLツールレポート機能

MSR研究

EA方式ダイアグラム
記述量推移の計測

UMLダイヤグラム記述量推移計測

EPMツール群によるインプロセスのプロジェクトとプロセスの計測

研究多数

Mining
Software
Repository

サービス開始

計測モデル
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統合的アプローチ 

リスク分類表 

ヒアリングシート、測定分析データ一覧表、事例集を連携 
統合的な視点でリスクを洗い出す 

例） ・プロジェクト・マネージャへのヒアリング結果を基に、類似の過去事例 
    を参照してリスクを検討する 
   ・ヒアリング結果で悪かった項目に対し、関連する測定分析データを調べ、 
    リスクを定量的に評価する 
   ・事例集から現在の状況に類似したプロジェクトを見つけ、ヒアリングシート 
    でプロジェクトの状況を確認する 
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統合的アプローチ 

より客観的・網羅的な視点で見える化する 

・自己評価シート 
・ヒアリングシート 

測定項目リストによる 
定量的測定 

失敗事例との対比 

さまざまな角度から 
の統合評価 

問題箇所の把握 
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ヒアリングシー
ト 

リスク分類表 

事例集 
No. 知識エリア チェック項目 

H28 人的資源 
求められる業務知識のキーパーソンを

獲得できているか？ 

知識エリア リスク分類 チェックシート 測定分析データ一覧 事例 

事例11 業務経験・業務知識の乏しい要員で
要件定義工程を実施 

要件定義に必要な要員の人数は確保できたので、
プロジェクトをスタートした。担当者に業務知識
がなく、要件定義は日を追うごとに遅れていき、
成果物の品質もきわめて低いものとなってしまっ
た 

人的資源 

業務有識者 H28 H2,H6 11,21,43,45,48,54 

技術系専門
家 H29 H1,H5,H7 11,26,28,34,35,58 

PJ内部体制 H13,H14,H15,H17,H30,
H66,H69,H70,H71 

H3,H4,H8,H9,H10,Ko1,Ko2,Ko
3 

10,25,26,28,29,31,48 

リスク分類表活用例：ヒアリングシートから 
                         事例を検索 
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中流工程における作業区分と「見える化」「直せる化」の
関連図 

中流工程編 6章 

P69 

キーワード：他工程配慮 
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計測とフィードバックの形：実証実験から 

障害追跡 
システム 

電子メール 

バグ票 

XML 標準形式 

リポジトリ：RDB 
EPM 

分析機能 ソフトウェア 
開発環境 

プログラム開発 

障害報告 

メール 

構成管理 
システム 

ソースコード 

プロジェクト・マネジメントへのリアルタイム・
フィードバック 

(CVS、 
 Subversion) 

(影舞、 
 GNATS、 

 Bugzilla) 

プロジェクト・マネージャ等へのチェックリストによるヒアリング 

Q&Aリスト 

チェックシート 
による 

「見える化」 

メール管理 
システム (Mailman、 

 Majordomo、 
 fml、Popper) 

プロセス改善へのフィードバック 

CCFinderX 
（コードクローン 

分析機能） 

プロジェクトデータ 
Magi 

（協調フィルタリング分析機能） 

スキルデータ スキル分析 

トレーサビリティの確保 
ソフトウェアタグへの格納 

ソースコードの規模推移 

障害状況の分析 

ソースコードの変更状況 

チェックシート分析結果 

0 
1 
2 
3 
4 
5 

品質 

人的資源 

コミュニケーション 
リスク 調達 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
統合 

スコープ 

タイム 

コスト 

品質 

人的資源 

コミュニケーション 
リスク 調達 

顧客 

技術 

組織 

基本動作 

モチベーション 

課題管理 
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SEC先進プロジェクト(COSE:2004-2006) 

プローブ情報システムの共同開発 

データ分析・フィードバック組織

G-PM

計測データ 可視化レポート

1.プロジェクト・オーナ

開発コンソーシアム

プログラミング開発者のいる企業

プログラミング開発者のいない企業

開発末端組織

2.全体PM

3.サブPM

4.サブリーダ

5.プログラミング
開発者

EPM

大手ソフトベンダ

協力会社群

タイプA
タイプB
タイプC
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0 
1 
2 
3 
4 
5 統合 

スコープ 
タイム 

コスト 

品質 

人的資源 

コミュニケーション 
リスク 調達 

顧客 

技術 

組織 

基本動作 

モチベーション 
課題管理 Company A 

Company B 

Company C 

Company D 

Company E 

Company F 
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スコープ 
タイム 

コスト 

品質 

人的資源 

コミュニケーション 
リスク 調達 

顧客 

技術 

組織 

基本動作 

モチベーション 
課題管理 

自己診断 

ヒヤリング 

チェックシートによる「見える化」 
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自動車向け共通基盤ソフトウェア開発事業：JasPar  
（高信頼組込みソフトウェア開発事業：2007-2009）  

３年間、進行中のプロジェクト計測･可視化・フィードバック実施 
ETSS, ESxR, (ESPR,ESMS,ESQR), EPM, Time Tracker 

車載用マイクロプロセッサＥＣＵ 
のミドルソフトウェアの共同・分担開発 

計測データ

可視化レポート
開発末端組織

プロジェクト・オーナ
(自動車企業）

Tire 1 サプライヤ

ソフトウェア企業（中・小規模）

データ分析・
フィードバック組織

プログラミング開発者のいる企業

プログラミング開発者のいない企業
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英訳公開済み 

部分訳：和文200ページ相当(英文A4版：280ページ） 
 

EPM：ユーザインタフェースは英語可能であるが、マニュアルは和文のみ 

データ白書 

「見える化」本・データ白書 
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IPA/SEC活動の意義： 
稀有の知的生産物のオープンな大量集積 

 見える化本： 

 機能要件の合意形成ガイド：全679ページTIPS集 

 毎月1,000件を超すダウンロード 

 非機能グレード表：A3-35枚、樹形図9ページ 

 活用シート 230行  毎月 2,000件超のダウンロード 

 データ型書籍： 

 共通フレーム：325ページ 

 データ白書（毎年）：353ページ 

 事例集積型書籍 

 実務に活かすIT化の原理原則：24事例解説 

 プロセス改善ナビゲーションガイド：10事例解説 

 超上流から攻めるＩＴ化の事例集：6社事例詳説、成果文書9件、サンプルドキュ
メント：500ページ超 

 ソフトウェア開発見積りガイド：10事例 

 続：定量的品質予測のすすめ：Ｑ＆Ａ型解説 

 ソフトウェアエンジニアリングの実践：先進プロジェクト詳説 

 組込みソフトウェア：書籍体系：ESxRシリーズ 

 

 

特殊解の羅列ではない。 
再利用可能なように 
ある程度の一般化と 
懸命の分類整理。 
「網目」を構成し全体で 
解を提示。 
活用には自己の文脈への 
マッピング、 
ブレークダウン、 
テーラリングが必要。 
自己の計測、 
データ蓄積が必要。 

オープン 
イノベーション 
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SECアウトプットの「網目」例 

共通フレーム2007 

（計測） 

見える化本 
EPM：インプロセス計測 

ポストプロセス計測 
             ・・・ベンチマーキング 

データ白書 

定量的品質予測のすすめ 

続：定量的品質予測のすすめ 

実務に活かす原理原則17ヶ条 

原理原則17ヶ条 

機能要件の合意形成ガイド 

非機能要求グレード表 

英訳版 

組込みソフトウェア 
       ESQR,ESPR 
        ESMR,ETSS 

ソフトウェア 
エンジニアリングの実践 

定量的プロジェクト管理ツール 

英訳版 
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   ご静聴ありがとうございました。    

本セミナに関するお問い合わせは 
ＳＥＣ Ｗｅｂ サイト※の左下 

「ＳＥＣへのお問い合わせ」からお願いいたします 
 

※  http://sec.ipa.go.jp/ 
 

『SEC2011 10月 SECセミナ』 
と明記してお問い合わせください 

インプロセス 
計測 

見える化 

他工程配慮 

オープン 
イノベーション 

計測データの 
蓄積と活用 
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